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２（１）重点支援地方交付金を活用し、中小企業や農家を支援   

エネルギー価格の高騰等により、市内中小企業や農家の経営が圧迫されている状況

を受け、国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」（重点支援地方交付金）を

活用し、経営基盤の安定と事業継続を支援する補助制度を新設します。 

１）背景 

国は、エネルギー・食料品価格の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者の支援

を通じた地方創生を図るため、「デフレ完全脱却のための総合経済対策」（令和５年

１１月閣議決定）への対応として、「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を

令和５年１１月に創設しました。本交付金は、地域の実情に応じてきめ細やかに必

要な事業を実施できるよう地方公共団体に交付されるもので、国の予算規模は、令

和５年度からの累計で約６．６兆円となっています。 

市はこれまでに、本交付金を活用し、低所得世帯への給付金の支給やデジタル版

プレミアム商品券を発行するなど、物価高騰の影響を受ける市民の負担軽減に努め

てきました。 

２）内容 

今年度は重点支援地方交付金を活用し、市民一人あたり現金５，０００円の給付

金を支給しているほか、中学校の給食費を補助することにより、保護者負担の軽減

を図っています。これらの事業に加え、補正予算を計上し、物価高騰により経営が

圧迫されている市内中小企業や農家を支援するため、３つの補助制度を新設します。 

①中小企業信用保証料補助（特別枠） 

金融機関から融資を受ける際に、事業者が支払う信用保証料に対する補助制度

の充実を図ります。信用保証料とは、事業者が金融機関から融資を受ける際に、

公的機関である信用保証協会の信用保証を受けるために支払う費用のことです。

事業者は信用保証を受けることで、融資が受けやすくなるメリットがあります。 

■補助対象者 

・市内で１年以上継続して同一事業を営んでいる中小企業者、協同組合等 

・市内に１年以上在住し、市内で１年以上継続して同一事業を営んでいる個人 

事業主 

■補助対象となる融資 

・大和市中小企業融資制度の「中小企業緊急支援資金」 

・神奈川県中小企業制度融資の「原油・原材料高騰等対策特別融資」 

上記いずれかの利用者で、令和８年１０月以降に保証料を支払い、１０月～令和

９年２月までに補助申請をした事業者 

■補助内容 

 既存制度 
 

新設制度 

補助率 50% 100% 

上限額 10０千円 ５００千円 

■事業費 

７８，０８１千円（※１件平均３２２，６４５円×２４２事業者を想定）   
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②肥料価格高騰対策補助金 

肥料は、農作物の収穫量や品質を確保するために欠かせない生産資材ですが、

世界的な肥料需要の増加や中東情勢の緊迫化などを背景に、価格が上昇していま

す。価格高騰による経営への影響を緩和し、事業継続を支援するため、令和８年

と令和３年の肥料費の差額を対象に補助金を交付します。 

■補助対象者 

年間５００千円以上の販売を行う市内農家 

■補助対象期間 

令和８年１月～令和８年１２月 

■補助金額 

令和８年の肥料費（実績）×０．３４（補助率） 

■事業費 

８，６２２千円（※１戸平均１３６，８５０円×６３戸を想定し算出） 

 

③施設園芸燃油価格高騰対策補助金 

ビニールハウスなどを利用する施設園芸は、経営費に占める燃料費の割合が高

く、燃油価格高騰の影響をより大きく受けます。近年の原油価格の大幅な上昇に

よる経営への影響を緩和し、事業継続を支援するため、令和８年と令和３年の燃

油価格の差額を対象に補助金を交付します。 

■補助対象者 

年間５００千円以上の販売を行う市内農家で、燃油による加温設備のある園芸施

設で栽培を行う市内農家 

■補助対象期間 

令和８年１月～令和８年１２月 

■補助金額 

（令和８年燃油単価－令和３年燃油単価）×燃油購入量（ℓ） 

■事業費 

４，４９７千円（※１戸平均４４９，６８０円×１０戸を想定し算出） 

 

 

問い合わせ：中小企業信用保証料補助に関すること 

産業活性課 ☎０４６－２６０－５１３５へ 

 

問い合わせ：肥料価格高騰対策、施設園芸燃油価格高騰対策補助金に関すること 

農業応援課 ☎０４６－２６０－５１３２へ 
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２（２）コミバス等の運行内容を見直し、「大和市健幸シニア  

    パス」を導入                     

１０月１日から、コミュニティバスの「のろっと」・「やまとんＧＯ」、地域と市が協

働で運行している「のりあい」について、運行内容を見直します。また、高齢の方が

今まで以上に外出しやすくなるよう、市内在住の８０歳以上の方が無料で乗車できる

「大和市健
けん

幸
こう

シニアパス」を新たに導入します。 

 

１）背景 

大和市は、市内に 8つの鉄道駅があり、市域の多くが駅から徒歩１５分圏内とい

う交通利便性の高いまちです。そのような土地柄ではありますが、公共交通の利用

がしづらい地域が一定程度あります。本事業は、公共交通を補完することで、その

ような地域の市民の移動手段を確保するとともに、外出しやすい環境を整えること

で高齢者などの歩く機会を増やし、健康増進を図ることも目的としています。平成

１６年度に「のろっと」の運行を始めて以降、平成２２年度には、西鶴間・上草柳

地域との協働事業により、「のりあい」の運行もスタート。同２６年度には、住宅街

の細い道などにも対応できるワゴン車のコミュニティバス「やまとんＧＯ」を市内

４地域で運行し、外出機会の創出に努めてきました。 

運行開始以降、いずれの事業においても乗車運賃を据え置いてきましたが、近年

は燃料費や人件費等の高騰により、運行コストが上昇。令和７年度の収支率は  

１８％程度にとどまっており、財政健全化の観点からも運行内容の見直しを行う必

要が生じていました。 

 

２）趣旨 

限られた財源のなかで、コミュニティバス等を将来にわたって持続的・安定的に

運営していくため、利用実態に即した効率的な運行体制に再編します。 

また、令和７年度市政世論調査において、「交通の利便性が良いと思うか」という

設問に対し、「そう思う」と答えた８０歳以上の割合が、他の年代に比べて１０ポイ

ント程度低かったことを踏まえ、同年代が無料で乗車できる仕組みを導入します。

足腰の筋力が低下してくる高齢の方が、コミュニティバス等を気軽に利用できる環

境を整えることで、外出を促進し、健康維持・社会参加の支援を図ります。 

 

３）内容 

①大和市健幸シニアパスの導入 

乗車証の提示により、コミュニティバス等を無料で利用できる「大和市健幸シニ

アパス」を交付します。 

■対象者 

・市内在住で８０歳以上の方（昭和２１年１２月３１日以前生まれの方） 

・市内在住で令和９年中に８０歳になられる方（昭和２２年１月１日～１２月 

３１日生まれの方） 
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※本制度の開始に伴い、特例として令和９年に８０歳になる方も申請の対象（令

和８年度のみ） 

■利用できる交通機関 

・のろっと 

・やまとんＧＯ 

・のりあい 

■申請方法 

・次の窓口へ、マイナンバーカードなど公的機関が発行する本人確認書類を持参

することで、申請が可能です。 

・令和８年９月１日から市内４カ所に臨時受付窓口を開設します。 

受付場所 開設日 

渋谷学習センター ９月１日、２日、１４日 

市役所会議室棟 ９月９日、１０日、１１日 

リンカングループ大和文化センター 

（市民交流拠点ポラリス） 
９月１５日、１６日、１７日 

文化創造拠点シリウス６階 

生涯学習センター 
９月２４日、２５日 

※電子申請でも申請可（８月１日～） 

※１０月１日以降は、市役所本庁舎４階まちづくり総務課で申請可 

■利用開始日 

令和 8年 10月 1日（木） 

 

②運賃の改定 

令和 8年 10月１日から、「のろっと」を１００円から２００円に、「やまとんＧ

Ｏ」、「のりあい」を１５０円から２５０円に改定します。 

令和６年度にコミュニティバス再編検討調査の一環として行われた、「大和市コ

ミュニティバス等の運行を維持するため、一乗車あたり、どのくらいの運賃をお支

払いしても良いと考えるか」というアンケートの結果、「２００円」と回答した方が

最も多く約４割を占め、半数以上の方は、「２００円～３００円」の幅で回答してい

ます。このことを踏まえ、近隣市のコミュニティバスや路線バスとも同水準の料金

に設定することで、収支の改善を図ります。 

 
現行運賃 改定運賃 

回数券（１１枚） 

現行 改定後 

のろっと 100円 200円 1,000円 2,000円 

やまとんＧＯ 

のりあい 
150円 250円 1,500円 2,500円 
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③やまとんＧＯのルート・ダイヤの見直し 

「やまとんＧＯ」は、住宅街や生活道路を走行することができるワゴン車のコミ

ュニティバスです。中央林間西側、相模大塚、深見、桜ヶ丘の４地域を運行してい

ます。市民生活への影響を最小限に抑えつつ、令和８年１０月１日からルートとダ

イヤを改定し、運行の効率化を図ります。 

■相模大塚地域のルート見直し 

相模大塚駅から泉の森、東名大和バス停、市役所等を経由し、南林間駅までを

往復するルートです。市役所から南林間駅までの区間については、「のろっと」の

北部ルートにより代替可能なことから、同区間を廃止し、相模大塚駅と市役所を

往復するルートに変更します。 

※ルートの詳細は、資料１－１、１－２に掲載。 

■深見地域のルート見直し 

大和駅から光丘自治会館、宮下自治会館、坊ノ窪、一ノ関を経由し、市役所ま

でを往復するルートです。運行距離が長いため、主要な目的地である大和駅に到

着するまでに時間を要するという課題がありました。その課題を解消するため、

相鉄線を境に北側ルートと南側のルートに分けて運行することにより、大和駅ま

での所要時間の短縮を図ります。大和駅で降車時に乗車券を発行することで、北

側と南側ルートの乗り継ぎが可能です。 

※ルートの詳細は、資料２－１、２－２に掲載。 

■ダイヤ改定 

「やまとん GO」は、住宅街を走るという性質から、大型車両での運行が難し

く、また乗車率が低い時間帯もあることから、１便あたりの運行コストが高くな

る傾向にあります。将来にわたって持続的・安定的に運営していくため、運行間

隔を見直すことにより便数の適正化を図ります。 

地域 旧便数 新便数 

中央林間西側 44便 31便 

相模大塚 44便 32便 

桜ヶ丘 44便 31便 

深見 
平日 32便 北側：28便（市役所～大和駅） 

休日 28便 南側：14便（大和駅～大和駅（循環）） 
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＜参考資料＞ 

 のろっと やまとんＧＯ のりあい 

車両外観 

   

概要 

市内の交通不便地域

を補うコミュニティ

バス。北部・南部の２

ルートで運行。 

住宅地の細い道など

にも対応するワゴン

車のコミュニティバ

ス。４地域で運行。 

地域住民と市の協働

で運行する乗合交

通。西鶴間・上草柳で

運行。 

事業主体 市 市 
地域と市の協働 

（運行は市） 

開始年度 平成１６年度 平成２６年度 平成２２年度 

車両形態 小型バス ワゴン車両 ワゴン車両 

乗客人数 ３５人 １２人※２ 
１０人 

（一部車両１２人） 

運賃※１ １００円→２００円 １５０円→２５０円 １５０円→２５０円 

令和７年度 

利用者数 
４２７，２９０人 ３５４，５０３人 ３４，０８５人 

※１・・・小学生以上の料金。小学生未満は無料。 

※２・・・車いす対応車両を除く。 

 

 

問い合わせ：まちづくり総務課 ☎０４６－２６０－５４４４へ 
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２（３）「放課後児童のエンジョイスポーツ」を全市立小学校で   

    実施                        

小学校の放課後の時間を活用し、児童がスポーツの楽しさや体を動かす爽快感を体

感する「放課後児童のエンジョイスポーツ」を、令和８年１０月から翌年２月にかけ

て、全１９の市立小学校で実施します。 

１）背景 

近年、子どもの体力低下や運動不足が社会的な問題となっています。国が昭和 

３９年から実施している体力・運動能力調査によると、子どもの体力は昭和６０年

頃をピークに低水準が続いています。ここ数年は低下傾向が抑えられ、ほぼ横ばい

の状態を保っていますが、大きな改善には至っていません。 

このような状況を踏まえ、市では子どもたちの人間力の向上を図るとともに、楽

しみながら体を動かす機会の充実を検討し、令和７年度に中央林間小学校、大和小

学校、下福田小学校の３校をパイロット校として、試験的に本事業を開始しました。 

 

２）趣旨 

スポーツは、自ら体を動かすこと、気分を変えたりストレスを解消したりするこ

と、仲間と目標に向かって挑戦し苦楽を分かち合うことなどにより、心と体を強く

健康にします。また、あいさつを交わすことやルールを守る経験を通じて、豊かな

社会性を育みます。 

本事業は、そのようなスポーツへの関心を高めるとともに、体力および運動能力

の向上、ならびに心身の健康の増進を図ることを目的としています。特に、小学生

年代の成長期において、運動やスポーツに親しむことは、生涯にわたって健康な心

と体を育むことにつながります。また、高い専門性を有する地域のスポーツ団体等

に協力いただくことで、学校だけでは得にくい多様な運動体験を提供するとともに、

地域の方とのつながりを創出します。 

 

３）内容 

令和８年１０月から翌年２月までの期間に、市立小学校全１９校で実施します。

各回とも学校の施設を活用し、放課後の時間帯に児童が安全に楽しく参加できる内

容とします。 

実施にあたっては、市内でスポーツ活動を行っている団体等から指導員を派遣し

ていただき、各団体の特性を生かした運動やスポーツを行います。種目は、走る、

跳ぶ、投げるといった基本的な動きを取り入れた運動や、野球、サッカー、テニス

など児童が楽しみながら体を動かせるスポーツを予定しています。 

 実施時期：令和８年１０月～令和９年２月 

 実施場所：各市立小学校の校庭または体育館 

実施時間：平日の放課後、各回１時間程度 

対 象 者：実施校に在籍する２～６年生 

定 員：各回５０人程度 

参 加 費：無料 
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＜開催スケジュール（予定）＞ 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ：スポーツ×ライフ課 ☎０４６－２６０－５７６３へ 

５日 月 下福田小学校 海上自衛隊厚木基地マーカス（サッカー）

７日 水 深見小学校 大和高校

１４日 水 上和田小学校 （一社）Creare（サッカー）

１９日 月 中央林間小学校 ファーイーストジュニアテニスアカデミー

２１日 水 文ヶ岡小学校 野球連盟

２６日 月 渋谷小学校 スポーツマネジメント

２８日 水 桜丘小学校 陸上競技協会（調整中）

２日 月 草柳小学校 メガロス

４日 水 林間小学校 ラグビー協会

９日 月 大和小学校 柏木学園（サッカーorバスケ）

１６日 月 緑野小学校 大和市スポーツ推進委員連絡協議会

１６日 月 中央林間小学校 スポーツマネジメント

１８日 水 北大和小学校 ファーイーストジュニアテニスアカデミー

２５日 水 深見小学校 深見サッカークラブ

３０日 月 下福田小学校 野球連盟

３０日 月 柳橋小学校 大和市スポーツ推進委員連絡協議会

２日 水 引地台小学校 スポーツマネジメント

７日 月 福田小学校 ソフトテニス協会

９日 水 大和東小学校 深見サッカークラブ

１４日 月 大和小学校 海上自衛隊厚木基地マーカス（サッカー）

１４日 月 林間小学校 ファーイーストジュニアテニスアカデミー

１６日 水 西鶴間小学校 野球連盟

２１日 月 緑野小学校 ラグビー協会

２1日 月 南林間小学校 シルフィード（調整中）

１８日 月 柳橋小学校 サッカー協会

２０日 水 上和田小学校 スポーツマネジメント

２０日 水 福田小学校 野球連盟

２５日 月 渋谷小学校 海上自衛隊厚木基地マーカス（サッカー）

２７日 水 文ヶ岡小学校 サッカー協会

１日 月 大野原小学校 メガロス

３日 水 桜丘小学校 （一社）Creare（サッカー）

８日 月 西鶴間小学校 ラグビー協会

１０日 水 引地台小学校 MAMU（ダンス）

１５日 月 草柳小学校 ソフトテニス協会

１７日 水 大和東小学校 スポーツマネジメント

１７日 水 北大和小学校 大和市スポーツ推進委員連絡協議会

２２日 月 南林間小学校 野球連盟

２４日 水 大野原小学校 （一社）Creare（サッカー）

令和８年度　放課後児童のエンジョイスポーツ
開催スケジュール

２月

１０月

１１月

１２月

１月
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３ 大和市議会第３回定例会の議案                   

（１）会期日程（案） 

日 次 月  日 曜 開会時刻 会 議 の 種 類 摘   要 

第 １日 ８月２７日 木 午前９時 本  会  議 

会議録署名議員の指名 

会期の決定 

諸報告、監査報告 

議案の上程 

（説明・質疑・付託） 

第 ２日 ８月２８日 金  休     会  

第 ３日 ８月２９日 ㊏  休     会  

第 ４日 ８月３０日 ㊐  休     会  

第 ５日 ８月３１日 月 午前９時 環境経済常任委員会 付託案件の審査 

第 ６日 ９月 １日 火 午前９時 こども教育常任委員会 付託案件の審査 

第 ７日 ９月 ２日 水 午前９時 厚生常任委員会 付託案件の審査 

第 ８日 ９月 ３日 木 午前９時 総務常任委員会 
付託案件の審査 

(質問通告書正午締切) 

第 ９日 ９月 ４日 金 午前９時 基地政策特別委員会 付託案件の審査 

第１０日 ９月 ５日 ㊏  休     会  

第１１日 ９月 ６日 ㊐  休     会  

第１２日 ９月 ７日 月  休会（委員会予備日）  

第１３日 ９月 ８日 火  休     会  

第１４日 ９月 ９日 水  休     会  

第１５日 ９月１０日 木  休     会  

第１６日 ９月１１日 金  休     会  

第１７日 ９月１２日 ㊏  休     会  

第１８日 ９月１３日 ㊐  休     会  

第１９日 ９月１４日 月 午前９時 議会運営委員会  

第２０日 ９月１５日 火 午前９時 本  会  議 一般質問 

第２１日 ９月１６日 水 午前９時 本  会  議 一般質問 

第２２日 ９月１７日 木 午前９時 本  会  議 一般質問 

第２３日 ９月１８日 金 午前９時 議会運営委員会  

第２４日 ９月１９日 ㊏  休     会  

第２５日 ９月２０日 ㊐  休     会  

第２６日 ９月２１日 ㊊  休     会  

第２７日 ９月２２日 ㊋  休     会  

第２８日 ９月２３日 ㊌  休     会  

第２９日 ９月２４日 木  休     会  

第３０日 ９月２５日 金 午前９時 本  会  議 
委員長報告 

（質疑・討論・採決） 
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番  号 件       名 概       要 

報告第 ６号 専決処分の承認について（損害

賠償） 

損害賠償等請求労働審判事件について、速やか

な解決を図るため、労働審判委員会による調停

条項案を受諾することに伴い、損害賠償の額を

定めたもの 

賠償金の額      １，５０６，１２４円 

報告第 ７号 令和７年度大和市継続費精算

報告について 

（いずれも令和６年度～令和７年度） 

コミュニティセンター下鶴間会館移転整備事業 

全体計画    ４４１，４６４，０００円 

実績      ４３９，２３１，５２９円 

比較        ２，２３２，４７１円 

コミュニティセンター下福田会館施設整備事業 

全体計画    １６６，５５８，０００円 

実績      １３８，９５８，０５０円 

比較       ２７，５９９，９５０円 

特別支援教育センター改修事業 

全体計画     ９５，７２３，０００円 

実績       ８５，７８４，６００円 

比較        ９，９３８，４００円 

北部学校給食共同調理場改修事業 

全体計画     ９８，６０５，０００円 

実績       ８７，５２９，２００円 

比較       １１，０７５，８００円 

報告第 ８号 令和７年度大和市健全化判断

比率について 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平

成１９年法律第９４号）第３条第１項の規定に

より報告するもの 

実質公債費比率          ４．９％ 

将来負担比率          ３９．９％ 

報告第 ９号 令和７年度大和市資金不足比

率について 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平

成１９年法律第９４号）第２２条第１項の規定

により報告するもの 

病院事業会計及び下水道事業会計について 

該当なし 

認定第 １号 令和７年度大和市一般会計歳

入歳出決算について 

歳入総額  ９８，５５７，８２３，５３６円 

歳出総額  ９３，６６３，８３１，９９３円 

認定第 ２号 令和７年度大和市国民健康保

険事業特別会計歳入歳出決算

について 

歳入総額  ２１，４３９，３９０，３０５円 

歳出総額  ２０，７５７，８５０，１８２円 

認定第 ３号 令和７年度大和市介護保険事

業特別会計歳入歳出決算につ

いて 

歳入総額  ２０，５６４，８０９，１４０円 

歳出総額  ２０，１０１，２０３，０５９円 

（２）大和市議会第３回定例会  付議事件一覧表 
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認定第 ４号 令和７年度大和市後期高齢者

医療事業特別会計歳入歳出決

算について 

歳入総額   ４，３１８，４２２，５５５円 

歳出総額   ４，１３６，７０２，２４４円 

認定第 ５号 令和７年度大和市病院事業会

計決算について 

収益的収支決算額（税込み） 

 収入   １３，７５２，３４８，５００円 

 支出   １３，６６５，９９０，３９４円 

資本的収支決算額（税込み） 

 収入    １，３３４，２８０，０００円 

 支出    １，５３６，７５３，２５０円 

認定第 ６号 

及び 

議案第３１号 

令和７年度大和市下水道事業

会計決算及び利益の処分につ

いて 

収益的収支決算額（税込み） 

 収入    ７，２９５，２０７，６８８円 

 支出    ６，８７２，７３７，７２９円 

資本的収支決算額（税込み） 

 収入    １，１６５，６０９，３２０円 

 支出    ２，９９６，９４８，４３０円 

議会の議決による処分額 

         ７６５，４０９，２０２円 

議案第３２号 大和市景観条例の一部を改正

する条例について 

都市再生特別措置法等の一部を改正する法律

（令和８年法律第２３号）が公布されたこと等

に伴い、所要の改正を行うもの 

議案第３３号 令和８年度大和市一般会計補

正予算（第２号） 

補正前      ９６，８９４，０４２千円 

補正額         １０７，８７５千円 

補正後      ９７，００１，９１７千円 

議案第３４号 令和８年度大和市介護保険事

業特別会計補正予算（第１号） 

補正前      ２１，４７０，５８０千円 

補正額           ３，５５７千円 

補正後      ２１，４７４，１３７千円 

○追加予定議案 

＜最終日：９月２５日予定＞ 

  諮問６件 人権擁護委員候補者の推薦について（６名） 

議案１件 固定資産評価審査委員会委員の選任について（１名） 

 

 

問い合わせ：総務課 ☎０４６－２６０－５３５４へ 
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４ 令和８年８月補正予算案の概要               

 

１．一般会計（２号補正）                              

今回の補正予算では、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用して、

市内の農家に対し、肥料等の購入費用に係る補助を行うほか、市内の中小企業に対し、

金融機関からの融資に係る信用保証料の補助を行うための経費を計上します。また、

国の制度改正等に伴うシステム改修費を計上するほか、入札の不調に伴う繰越明許費

の設定、物価高騰等に伴う継続費・債務負担行為の補正、契約更新に伴う債務負担行

為の追加を行います。 

 

【一般会計補正予算総額】 

補正前の額 補正額 補正後の額 

９６，８９４，０４２千円 ＋１０７，８７５千円 ９７，００１，９１７千円 

 

【歳出の補正】 

○総務費 ＋１６，６７５千円 

・基幹システム運用管理事務 ＋10,207千円 

法制度改正等の案件対応にかかるシステム改修経費の不足が見込まれるため、

増額します。 

 

・コミュニティセンター桜森会館施設整備事業 ＋ 6,468千円 

令和８、９年度に実施するコミュニティセンター桜森会館の改修工事費につい

て、当初想定したよりも労務単価等が上昇したため、継続費の総額及び年割額

を増額します。 

 

○農林費 ＋１３，１１９千円 

・農業近代化等支援事業 ＋13,119千円 

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、市内農家が負担する肥料

費、燃料費に対する補助制度を新設します。 

 

○商工費 ＋７８，０８１千円 

・中小企業事業資金支援事業 ＋78,081千円 

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、企業が金融機関から融資

を受ける際に負担する信用保証料に対する補助制度に特別枠を新設します。 
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【歳入の補正】 

○国庫支出金  ＋９７，９２８千円 

・物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金  ＋91,200千円               

・コミュニティセンター施設整備事業補助金  ＋2,426千円 

・母子自立支援給付金補助金  ＋2,130千円 

                                                         ほか 

 

○繰越金 ＋６，１４７千円 

 

○市債 ＋３，８００千円 

・コミュニティセンター施設整備事業債 ＋3,800千円 

 

【継続費の補正】 

コミュニティセンター桜森会館施設整備事業    （単位：千円） 

補正前 補正後 

総額 年度 年割額 総額 年度 年割額 

169,136 
Ｒ８ 64,161 

185,306 
Ｒ８ 70,629 

Ｒ９ 104,975 Ｒ９ 114,677 

 

【繰越明許費】 

・コミュニティセンター施設整備事業 9,306千円 

入札不調により年度内の完了が困難となるため、繰越明許費を設定するものです。 

 

【債務負担行為の補正（追加及び変更）】 

① 事 項：基幹システム運用保守委託料 

期 間：令和 9年度から令和 14年度 

限度額：1,859,816 千円に法制度改正対応及びシステム操作 

職員の増員等を基に算定した増加額を加算した額 

令和 9年 10月以降の基幹システムに係るネットワーク運用保守について、令和

8年度中に契約を締結する必要があるため、債務負担行為を設定します。 

  

② 事 項：草柳保育園給食調理業務委託料 

限度額：（変更前）56,760千円  （変更後）74,763千円 

物価高騰等のため委託費が上昇したため、債務負担行為限度額を増額します。 
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２．介護保険事業特別会計（１号補正）                           

令和７年度に交付を受けた地域支援事業費の超過交付額の返還に伴い、必要な経費

を増額補正します。 

【介護保険事業特別会計補正予算総額】 

補正前の額 補正額 補正後の額 

２１，４７０，５８０千円 ＋３，５５７千円 ２１，４７４，１３７千円 

 

【歳出の補正】 

○諸支出金 ＋３，５５７千円 

・償還金管理事務 ＋3,557千円 

 

【歳入の補正】 

○繰越金 ＋３，５５７千円 

 

 

問い合わせ：財政課 ☎０４６－２６０－５３２３へ 


